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異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子
＊
全
学
共
通
教
育　

教
授　

日
本
・
東
洋
美
術
史 　

「
梵
字
経
刷
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
」
は
、
供
養
の
た
め
の
光
明
真
言
が
白
描
画
の

上
か
ら
墨
で
刷
ら
れ
た
も
の
で
、
本
文
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
以
）
2
（
前
、
白
描
画
の
作
風

か
ら
は
鎌
倉
前
）
3
（
期
、
さ
ら
に
十
二
世
紀
前
半
の
祖
本
が
想
定
さ
れ
て
い
）
4
（
る
。「
和
泉

市
久
保
惣
記
念
美
術
館
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
は
、
金
銀
箔
を
蒔
く
工
芸
的
な
技
法
が

用
い
ら
れ
た
極
め
て
上
質
の
絵
巻
で
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
の
作
と
さ

れ
）
5
（
る
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
は
江
戸
末
期
の
模
本
で
、

第
二
転
写
本
で
あ
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
が
、
建
築
や
庭
園
、
す
や
り
霞
な
ど
の

構
図
が
「
法
然
上
人
絵
伝
」
や
「
春
日
権
現
験
記
絵
巻
」
と
共
通
す
る
雰
囲
気
で
あ

る
と
し
て
、
原
本
は
十
四
世
紀
初
頭
頃
の
制
作
と
推
定
さ
れ
て
い
）
6
（
る
。
旅
人
や
通
行

人
の
風
俗
描
写
や
岩
山
の
表
現
に
も
「
春
日
権
現
験
記
絵
巻
」
に
近
似
し
た
箇
所
が

あ
り
、
こ
の
見
解
に
賛
同
し
た
い
。

　
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
は
模
写
本
な
が
ら
、
伊
勢
物
語
の
絵
巻
と
し
て
は
様
々

な
特
異
性
を
持
つ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
主
人
公
の
男
を
年
齢
順
に
追
う
百

二
十
五
段
の
定
家
本
の
よ
う
な
配
列
を
取
ら
ず
、
他
本
で
は
第
六
十
九
段
で
あ
る

「
狩
の
使
」
を
冒
頭
に
置
い
た
異
例
の
順
番
と
構
成
で
あ
る
こ
と
、
文
章
や
漢
字
の

あ
て
方
が
他
本
と
違
う
こ
と
、
絵
画
表
現
の
傾
向
が
他
の
伊
勢
物
語
絵
巻
と
異
な
る

こ
と
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
絵
画
表
現
に
焦
点
を
当
て
、
な
ぜ
、
絵
巻
の
原
本
に

お
い
て
こ
の
よ
う
な
描
き
方
が
さ
れ
た
か
を
考
え
た
い
。

一
　
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
特
色

　

片
桐
洋
一
の
紹
）
7
（

介
に
よ
っ
て
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
絵
巻
は
、

東
京
国
立
博
物
館
に
「
伊
勢
物
語
絵
巻　

模
本
」
の
名
で
所
蔵
さ
れ
て
い
）
8
（
る
。
江
戸

後
期
の
狩
野
晴
川
院
養
信
と
門
下
生
に
よ
る
模
写
で
、
原
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

詞
書
と
絵
を
併
せ
た
紙
本
著
色
の
三
）
9
（

巻
で
、
段
の
配
列
は
第
一
巻
が
第
六
十
九
）
10
（

段
・

異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る

　

―
　

「
女
絵
」
で
な
い
伊
勢
物
語
絵
へ
　

―
　

山
本
陽
子＊

序

　
『
伊
勢
物
語
』
の
絵
画
化
は
、
早
く
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
ス
ト

ー
リ
ー
の
展
開
よ
り
も
、
歌
が
詠
ま
れ
る
場
面
を
物
語
の
基
本
と
す
る
伊
勢
物
語
の

構
造
は
、
ま
さ
し
く
絵
に
ふ
さ
わ
し
い
。」
と
い
う
片
桐
洋
）
1
（

一
は
「
お
そ
ら
く
伊
勢

物
語
は
成
立
の
当
初
か
ら
絵
と
と
も
に
鑑
賞
さ
れ
て
来
た
」
と
見
る
。
し
か
し
平
安

時
代
の
『
伊
勢
物
語
』
絵
は
残
存
せ
ず
、
伝
来
す
る
作
品
は
鎌
倉
以
降
の
も
の
し
か

な
い
。

　

現
存
す
る
『
伊
勢
物
語
』
絵
の
う
ち
、
原
本
が
鎌
倉
時
代
か
そ
れ
以
前
と
考
え
ら

れ
る
絵
巻
は
三
本
で
あ
る
。
断
簡
と
な
っ
て
各
所
に
分
蔵
さ
れ
る
「
梵
字
経
刷
白
描

伊
勢
物
語
絵
巻
」
と
、
残
欠
を
繫
ぎ
合
わ
せ
た
状
態
の
「
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術

館
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」、
模
写
本
の
み
が
伝
わ
る
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
で
あ
る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

　
　

天
保
九
年
戊
戌
年
七
月
十
日
令
・
写
畢　
　
　
　
　

会
心
斎
（
押
）

と
、
光
長
説
を
否
定
し
、
行
尹
の
時
代
の
作
と
い
う
。
日
付
か
ら
模
写
は
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）、
模
写
は
各
図
左
下
の
記
名
か
ら
、
養
信
と
そ
の
長
男
・
次
男
と
弟
子

計
十
名
が
分
担
し
た
こ
と
が
判
る
。

　
「
異
本
」
の
特
異
性
が
際
立
つ
の
が
そ
の
段
配
列
で
あ
り
、「
初
冠
」
に
始
ま
る
男

の
一
代
記
の
形
を
取
ら
ず
、
定
家
本
な
ら
ば
中
盤
に
あ
る
第
六
十
九
段
「
狩
の
使
」

か
ら
始
ま
る
。『
伊
勢
物
語
』
に
「
狩
の
使
」
で
始
ま
る
系
統
の
異
本
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
世
尊
寺
行
尹
が
こ
の
段
を
冒
頭
に
置
い
た
こ
と
を
非
難
す
る
定
家
の
識
語
が
、

一
部
の
定
家
書
写
本
系
の
奥
書
に
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
「
異

本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
三
通
の
識
語
に
お
い
て
、
行
尹
筆
と
鑑
定
さ
れ
た
根
拠
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
行
尹
以
前
に
も
、「
狩
の
使
」
を
冒
頭
と
す
る
和
泉
式
部
本
・
小
式

部
内
侍
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
片
桐
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
）
14
（
る
。
片
桐
は
「
異

本
」
に
は
、
小
式
部
内
侍
本
の
最
終
段
と
い
う
「
終
迄
于
程
雲
井
歌
」
が
な
い
こ
と

か
ら
「
異
な
っ
た
流
れ
に
立
つ
本
」
と
す
る
が
、「
伊
行
が
か
か
わ
っ
た
狩
使
本
で

あ
る
と
断
定
す
る
根
拠
も
実
は
な
い
」
と
し
、
そ
れ
よ
り
も
「
絵
巻
に
す
る
時
に
、

か
な
り
独
特
の
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
こ
そ
、
も
っ
と
問
題
に
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。

　

編
集
の
独
自
性
は
、「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
段
の
選
び
方
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
絵
巻
に
は
、
他
の
伊
勢
物
語
絵
の
大
半
に
あ
る
恋
物
語
の
第
三
段
「
ひ
じ
き

も
」
や
第
二
十
七
段
「
水
鏡
」
第
四
十
五
段
「
行
く
蛍
」
が
な
い
一
方
、
他
で
取
り

上
げ
ら
れ
な
い
第
十
一
段
「
空
ゆ
く
月
」
や
、
定
家
本
に
な
い
「
住
吉
詣
」
の
付
加

箇
所
の
み
が
あ
る
。
一
代
記
な
ら
ば
最
後
に
あ
る
第
一
二
五
段
「
遂
に
行
く
道
」
は

な
く
、「
右
馬
頭
な
る
め
た
か
ひ
た
る
お
き
な
」
が
「
い
ま
み
れ
は
よ
く
も
な
け
れ

と
も
」
と
評
さ
れ
る
歌
を
詠
む
第
七
十
七
段
「
春
の
別
れ
」、「
そ
こ
に
あ
り
け
る
か

た
い
お
き
な
」
が
「
い
た
し
き
の
し
た
に
は
い
あ
り
き
て
」
詠
む
第
八
十
一
段
の
よ

第
七
十
七
段
・
第
九
段
・
第
四
段
・
第
五
段
で
、
こ
の
う
ち
第
六
十
九
段
「
狩
の

使
」
は
当
日
と
翌
日
に
、
第
九
段
「
東
下
り
」
は
分
割
さ
れ
て
「
八
橋
」「
富
士
の

山
」「
宇
津
の
山
」「
隅
田
川
」
の
順
で
並
び
、
第
四
段
『
西
の
対
』
に
は
定
家
本
に

な
い
梅
の
下
で
歌
を
詠
む
箇
所
が
あ
る
。
第
二
巻
は
第
二
十
四
段
・
第
十
四
段
・
第

十
二
段
・
第
六
十
六
段
・
第
八
段
・
第
二
十
三
段
「
・
第
十
一
段
で
、
第
二
十
三
段

「
筒
井
筒
」
は
「
筒
井
筒
」
と
「
高
安
の
女
」
に
分
割
さ
れ
、「
河
内
越
」
の
箇
所
の

文
と
絵
が
欠
落
し
て
い
る
。
第
三
巻
は
第
一
段
・
第
八
十
一
段
・
第
八
十
二
段
・
第

八
十
三
段
の
後
半
・
第
六
十
五
段
の
前
半
・
第
六
段
・
第
百
十
七
段
で
、
第
六
段

「
芥
川
」
に
は
実
は
女
は
追
手
に
取
り
戻
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
末
尾
を
欠
き
、
第
百

十
七
段
の
「
住
吉
行
幸
」
は
定
家
本
に
な
い
後
半
部
分
の
み
で
終
わ
る
。

　

な
お
、
第
一
巻
と
第
三
巻
前
半
の
簡
略
な
模
写
が
京
都
国
立
博
物
館
の
「
文
晁

古
）
11
（
図
」
に
あ
り
、
詞
書
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
絵
を
省
略
し
た
写
本
冊
子
が
、
実
践
女
子

大
学
図
書
館
と
（
註
7-

②
参
照
）
慶
應
義
塾
大
学
図
書
）
12
（
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
後
二

者
に
は
第
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
に
「
河
内
越
」
の
箇
所
の
、
第
八
十
三
段
の
後
に

第
百
十
四
段
「
芹
河
行
幸
」
の
詞
書
が
あ
る
の
で
、
こ
の
二
箇
所
の
原
本
が
写
本
冊

子
制
作
以
後
に
失
わ
れ
た
か
、
養
信
の
模
写
時
に
欠
落
し
た
か
の
可
能
性
が
あ
）
13
（
る
。

　

第
三
巻
の
末
尾
に
は
識
語
三
通
と
添
状
二
通
が
写
さ
れ
、
模
写
の
狩
野
養
信
に
よ

る
細
字
の
奥
書
が
あ
る
。
識
語
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
の
烏
丸
光
広
、
万
治

四
年
（
一
六
六
一
）
の
古
筆
了
栄
、
同
時
代
の
狩
野
安
信
、
添
状
は
脇
坂
淡
路
守
安

元
と
古
筆
次
郎
左
右
衛
門
の
も
の
で
、
書
は
世
尊
寺
行
尹
、
絵
は
土
佐
光
長
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
養
信
は
、

右
伊
勢
物
語
三
巻　

原
本
紙
地
雲
母
引
ノ
様
也　

光
長
ト
ア
レ
ト
モ
其
レ
ヨ
リ

ハ
後
也　

詞
書
絵
之
上
ニ
カ
キ
テ
ア
レ
ハ
行
尹
ノ
時
代
ノ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
可
知　

京
都
ヨ
リ
来
ル
之
由
古
筆
了
伴
取
次　

新
見
伊
賀
守
殿
ヨ
リ
来
ル　

其
後
水
野

越
前
守
殿
為
蔵
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異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

る
が
、
こ
の
当
時
、
雅
信
は
十
六
歳
、
次
郎
信
之
は
十
四
歳
、「
義
房
十
四
歳
」
と

い
う
署
名
も
あ
り
、
若
年
者
が
目
立
）
17
（
つ
。

　

そ
の
模
写
を
、
千
野
香
）
18
（
織
は
「
全
体
と
し
て
あ
ま
り
に
も
画
風
が
拙
劣
」
と
評
す
。

実
際
、
冒
頭
の
第
六
十
九
段
「
狩
の
使
」
の
第
一
図
や
第
四
段
「
西
の
対
」、
第
六

段
「
芥
川
」
な
ど
は
著
名
な
恋
の
場
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
人
公
や
女
の
描
写
は

拙
く
、
気
品
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
千
野
は
「
も
し
原
本
が
優
品
で
あ
れ
ば
、
当
時
の

晴
川
院
の
力
量
か
ら
考
え
て
（
中
略
）
少
な
く
と
も
晴
川
院
の
担
当
し
た
段
の
み
は

美
し
い
模
本
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
十
名
の
絵
師
た
ち
の
誰
が

担
当
し
た
段
を
見
て
も
画
風
が
拙
劣
で
あ
る
理
由
は
、
晴
川
院
ら
の
模
写
し
た
絵
巻

自
体
が
す
で
に
拙
劣
な
模
本
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
し
て
、

東
京
国
立
博
物
館
本
は
拙
劣
な
模
本
を
拙
劣
な
ま
ま
写
し
た
第
二
転
写
本
と
推
測
す

る
。

　

し
か
し
養
信
は
模
写
後
の
奥
書
で
、
こ
の
絵
巻
を
「
光
長
ト
ア
レ
ト
モ
其
レ
ヨ
リ

ハ
後
也　

詞
書
絵
之
上
ニ
カ
キ
テ
ア
レ
ハ
行
尹
ノ
時
代
ノ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
可
知
」
と

具
体
的
に
十
四
世
紀
前
半
の
作
と
見
て
い
る
。
詞
書
の
み
の
模
本
で
あ
る
慶
應
義
塾

大
学
図
書
館
本
に
写
さ
れ
た
源
正
路
の
奥
書
（
註
12
参
照
）
に
も
、

絵
所
の
上
手
狩
野
晴
川
院
住
吉
内
記
等
に
見
せ
し
む
る
に
、
絵
は
古
拙
に
し
て

筆
者
定
が
た
し
と
い
へ
ど
も
、
伊
勢
物
語
絵
詞
に
か
ゝ
る
時
代
の
古
き
も
の
有

こ
と
を
い
ま
だ
聞
お
よ
ば
ず
。
希
世
の
珍
と
い
ふ
べ
し
と
て
賞
誉
せ
り
。

と
あ
り
、
養
信
が
こ
れ
を
「
古
き
も
の
」
と
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
養
信
の
奥
書
に
は
「
原
本
紙
地
雲
母
引
ノ
様
也
」
と
あ
る
。
模
写
す
る
場

合
で
も
、
東
京
国
立
博
物
館
本
の
よ
う
に
彩
色
ま
で
原
本
通
り
に
行
う
こ
と
自
体
が

比
較
的
珍
し
）
19
（
い
。
養
信
た
ち
の
写
し
た
対
象
が
、
彩
色
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
一
手
間

か
け
て
雲き

母ら

引び
き

ま
で
さ
れ
て
い
た
と
あ
れ
ば
、
模
本
と
は
考
え
難
く
な
る
。

　

そ
こ
で
、
弟
子
た
ち
の
模
写
、
例
え
ば
古
藤
養
成
の
「
狩
の
使
」
第
一
図
（
図

う
に
、
一
貫
し
た
主
人
公
と
し
て
は
芳
し
か
ら
ぬ
立
場
と
内
容
の
段
を
含
ん
で
い
る
。

　

片
桐
は
一
見
、
法
則
性
の
見
出
し
難
い
こ
の
段
選
択
と
配
列
を
、
隣
り
合
う
段
同

士
で
共
通
の
語
句
や
内
容
を
含
む
、
い
わ
ば
「
俳
諧
連
歌
の
物
付
け
、
心
付
）
15
（
け
」
の

よ
う
に
並
べ
ら
れ
た
も
の
と
読
み
解
き
、「
伊
勢
大
神
と
住
吉
明
神
の
合
す
る
と
こ

ろ
に
在
原
業
平
が
在
る
」
と
い
う
「
鎌
倉
時
代
の
歌
学
の
要
諦
」
の
認
識
の
下
に
、

冒
頭
に
伊
勢
神
宮
、
末
尾
に
住
吉
大
社
に
関
わ
る
段
が
配
置
さ
れ
た
と
見
）
16
（
る
。
こ
こ

で
そ
の
当
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
「
異
本
伊
勢
物
語
絵

巻
」
の
制
作
が
、
段
を
選
択
し
配
列
す
る
時
か
ら
、
独
自
の
視
点
に
基
づ
い
て
『
伊

勢
物
語
』
を
再
構
成
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

片
桐
に
よ
れ
ば
、
絵
巻
の
詞
書
は
通
行
の
定
家
本
で
な
く
、
広
本
系
な
ど
の
非
定

家
本
系
に
近
い
も
の
を
原
本
と
し
て
い
る
が
、
絵
巻
制
作
に
あ
た
っ
て
本
文
の
付
加

削
除
や
、
意
を
補
っ
て
の
改
変
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
例
え
ば
第
百
十
七
段
の
「
住

吉
行
幸
」
は
、
定
家
本
に
あ
る
帝
と
住
吉
明
神
の
応
答
歌
が
な
く
、
非
定
家
系
本
の

末
尾
に
付
記
さ
れ
る
明
神
と
業
平
の
歌
の
応
答
の
み
を
用
い
て
独
立
し
た
段
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
第
八
十
三
段
「
小
野
」
の
前
半
や
、
第
六
十
五
段
「
恋
せ

じ
の
禊
」
の
後
半
、
第
六
段
「
芥
川
」
の
女
は
追
手
に
取
り
戻
さ
れ
た
の
だ
と
い
う

種
明
か
し
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
も
、
絵
巻
制
作
に
際
し
て
の
意
図
的
な
省

略
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
漢
字
で
「
仁ひ

と

」「
他ひ
と
め目

」「
鄭ね
ん
ご
ろ重

に
」
の
よ
う

に
特
異
な
宛
て
か
た
が
目
立
つ
こ
と
も
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
7-

②
参
照
）。

二
　
模
写
に
関
し
て

　

こ
の
絵
巻
で
は
、
絵
を
論
ず
る
以
前
に
模
写
の
質
が
問
題
と
さ
れ
る
。
狩
野
晴
川

院
養
信
の
奥
書
か
ら
養
信
と
弟
子
た
ち
に
よ
る
模
写
で
、
各
場
面
の
下
端
の
担
当
者

名
か
ら
、
養
信
と
長
男
の
雅
信
、
次
男
の
次
郎
信
之
な
ど
計
十
名
で
分
担
し
た
と
判



図 1　東京国立博物館蔵「異本伊勢物語絵巻」（模本） 
第 69段第 1図「狩の使」（部分）

図 2　東京国立博物館蔵「異本伊勢物語絵巻」（模本）第 69段第 2図「狩の使」（部分）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

養
成
の
業
平
は
簡
単
な
輪
郭
に
目
鼻
を
記
号
の
ご
と
く
置
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

引
目
鉤
鼻
と
は
、
物
語
絵
巻
に
お
い
て
貴
人
や
美
男
美
女
に
用
い
ら
れ
て
き
た
抽

象
的
な
顔
貌
表
）
20
（
現
で
、
一
筆
か
二
筆
の
丸
い
輪
郭
に
糸
を
引
い
た
よ
う
な
目
、
鉤
の

よ
う
な
く
の
字
の
鼻
を
入
れ
る
。
漢
画
を
専
門
と
す
る
狩
野
派
の
若
い
弟
子
た
ち
は

一
見
簡
単
そ
う
な
略
画
と
思
い
、
無
雑
作
に
写
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

単
純
な
引
目
鉤
鼻
に
い
か
に
気
品
や
感
情
を
こ
め
て
描
け
る
）
21
（

か
に
、
大
和
絵
の
絵
師

の
技
量
が
表
れ
る
の
で
あ
）
22
（
る
。
弟
子
た
ち
が
不
用
意
に
描
い
て
し
ま
っ
た
福
笑
い
の

よ
う
な
引
目
鉤
鼻
が
、
こ
の
模
写
を
特
に
拙
劣
に
感
じ
さ
せ
る
第
一
の
要
因
で
あ
ろ

う
。

　

養
信
と
弟
子
た
ち
の
差
は
、
霞
の
輪
郭
、
柔
ら
か
な
土
坡
の
線
、
州
浜
の
水
際
な

ど
の
曲
線
表
現
に
お
い
て
も
著
し
い
。
こ
れ
ら
も
狩
野
派
本
来
の
専
門
で
な
い
大
和

絵
の
物
語
絵
巻
に
多
く
登
場
す
る
要
素
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
漢
画
に
近
い
直
線
的

な
崖
や
岩
山
の
表
現
で
は
、
さ
ほ
ど
拙
劣
さ
は
目
立
た
な
い
。

力
量
が
あ
る
は
ず
の
養
信
と
弟
子
に
よ
る
模
写
が
拙
劣
と
さ

れ
る
原
因
は
、
狩
野
派
の
漢
画
を
学
ん
で
き
た
弟
子
た
ち
が

物
語
絵
巻
の
表
現
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
拙
い
第
一

転
写
本
を
写
し
た
た
め
で
は
な
い
。
養
信
ら
が
模
写
し
た
対

象
は
、
絵
巻
の
原
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
時
点
で
原
本
が
傷
ん
で
絵
具
が
所
々
落
ち
て
い
た
こ

と
が
、
こ
の
模
本
が
剝
落
し
た
状
態
ま
で
忠
実
に
写
し
た
現

状
模
写
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
る
。
第
六
十
九
段
一
図
（
図
1

参
照
）
の
男
を
訪
れ
る
斎
宮
の
着
衣
頭
部
は
、
人
々
が
指
さ

し
た
と
お
ぼ
し
く
絵
具
が
剝
げ
た
状
態
に
描
か
れ
、
養
信
の

模
写
し
た
第
二
図
の
鷹
狩
で
は
土
坡
や
樹
木
の
緑
青
も
擦か

す

れ

て
描
か
れ
る
。
第
八
段
「
浅
間
の
嶽
」
に
は
縦
横
の
折
れ
が
、

第
一
段
「
春
日
の
里
」
の
築
地
に
は
皺
に
よ
る
絵
具
の
剝
落

が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
河
田
昌
之
が
、
筆
致
に
拙
劣
な
箇
所

が
あ
る
と
は
い
え
「
本
文
・
画
面
構
図
や
人
物
配
置
な
ど
絵

の
基
本
に
な
る
所
は
原
本
と
の
異
同
が
な
い
と
思
わ
）
23
（

れ
」、

「
彩
色
の
現
状
ま
で
忠
実
に
模
写
す
る
養
信
の
作
画
姿
勢
」

を
信
頼
し
、「
所
在
不
明
の
原
本
の
姿
や
特
徴
を
考
察
す
る

上
で
重
要
な
資
料
で
あ
）
24
（
る
」
と
す
る
見
解
に
賛
同
し
た
い
。

三
　
絵
画
表
現
の
特
異
性

　
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
絵
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一

の
紹
介
に
続
い
て
山
根
有
三
が
後
世
へ
の
影
響
を
中
心
）
25
（

に
、

1
）
や
第
七
十
七
段
「
春
の
別
れ
」
と
、
養

信
が
模
写
の
担
当
を
し
た
第
六
十
九
段
「
狩

の
使
」
の
第
二
図
（
図
2
）
を
比
較
し
た
い
。

ま
ず
目
に
付
く
建
築
物
、
斎
宮
や
国
守
の
館

の
よ
う
に
定
規
を
用
い
て
床
板
や
柱
の
線
を

描
く
箇
所
で
は
、
さ
ほ
ど
巧
拙
の
差
は
目
立

た
な
い
。
接
待
の
食
材
や
寄
進
の
品
々
を
運

ん
で
く
る
下
人
た
ち
や
小
女
や
馬
の
描
写
に

も
、
さ
ほ
ど
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。

技
量
の
違
い
が
際
立
つ
の
は
、
主
人
公
の
引

目
鉤
鼻
の
顔
貌
で
あ
る
。
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
輪
郭
や
目
や
鼻
の
線
が
描
か
れ
た
養
信

の
業
平
（
後
出
図
10
参
照
）
に
対
し
、
古
藤
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異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
絵
画
表
現
　
＊
　
模
写
用
紙
の
幅
は
同
一
で
は
な
い
の
で
、
枚
数
は
連
続
式
構
図
か
否
か
の
目
安
に
過
ぎ
な
い

定
家
本
に

よ
る
段

名
称

模
写
者

＊
紙
枚
数

説
明
的
な
要
素

モ
チ
ー
フ

の
省
略

次
段
へ
の
繫
が
り

異
時
同
図

吹
抜
屋
台
に
描

か
な
い

主
人
公
が
引
目
鉤

鼻
で
な
い
横
顔

69
段
1
図

狩
の
使

古
藤
養
成

7
枚

斎
宮
の
訪
れ
と
語
ら
う
二
人

斎
宮
の
館

69
段
2
図

狩
の
使

狩
野
養
信

8
枚

鷹
狩
・
接
待
・
台
所
・
厩

鷹
狩
の
男
と
接
待
さ
れ
る
男

国
守
の
館

77
段

春
の
別
れ

古
藤
養
成

5
枚

使
者
・
馬
・
唐
櫃

（
捧
物
の
到
着
と
飾
り
付
け
）
安
祥
寺
の
堂

9
段
1
図

八
橋

狩
野
雅
信

4
枚

食
事
を
作
る
従
者
・
旅
人
八
橋

左
行
す
る
旅
人
達

9
段
2
図

富
士
山

狩
野
信
之

6
枚

引
目
鉤
鼻
で
な
い

9
段
3
図

宇
津
の
山

狩
野
雅
信

4
枚

旅
人

左
行
す
る
旅
人
達

9
段
4
図

隅
田
川

狩
野
雅
信

4
枚

旅
人
か

4
段

西
の
対
（
附
あ
り
）

義
房

3
枚

月
月
の
歌
と
梅
の
歌
を
詠
む
男

西
の
対

引
目
鉤
鼻
で
な
い

5
段

関
守

狩
野
雅
信

4
枚

築
地
を
踏
み
崩
す
童
部

（
築
地
の
童
と
男
）

女
の
部
屋

引
目
鉤
鼻
で
な
い

24
段

梓
弓

記
名
な
し

7
枚

新
し
い
男
と
従
者

男
を
断
る
女
と
追
う
女

女
の
家

14
段

く
た
か
け
（
前
半
）

狩
野
信
象

4
枚

出
て
行
く
男

男
女
の
語
ら
い
と
別
れ

女
の
家

引
目
鉤
鼻
で
な
い

12
段

武
蔵
野

狩
野
信
象

4
枚

66
段

難
波
津

狩
野
信
象

8
枚

多
く
の
船

船
8
段

浅
間
の
嶽

岩
崎
音
次
郎

5
枚

煙
を
吐
く
幾
つ
も
の
山

引
目
鉤
鼻
で
な
い

23
段
1
図

筒
井
筒

笹
山
勝
壽

3
枚

大
人
に
な
っ
た
男
女

男
女
の
幼
時
と
成
人

男
女
の
家

23
段

河
内
越
（
絵
と
文
欠
）

23
段
2
図

高
安
の
女

笹
山
勝
壽

4
枚

厩
・
台
所
・
牛
小
屋
・
鶏

飯
を
盛
る
女
と
男
を
待
つ
女

高
安
の
女
の
家

引
目
鉤
鼻
で
な
い

11
段

空
ゆ
く
月

笹
山
勝
壽

4
枚

商
人

1
段

初
冠

義
房

6
枚

垣
間
見
す
る
男
と
歌
よ
む
男

女
の
家
男
の
家

81
段

塩
釜

義
房

5
枚

菊
・
塩
釜
・
館
の
棟
々

左
大
臣
の
家

82
段

渚
の
院

小
林
玄
琢

5
枚

控
え
る
牛
車
と
馬

83
段

小
野
（
後
半
）

小
林
玄
琢

5
枚

商
人

道
中
の
男
と
対
面
す
る
男

小
野
の
庵

引
目
鉤
鼻
で
な
い

114
段

芹
河
行
幸（
絵
と
文
欠
）

65
段

禊
（
前
半
）

義
宣

4
枚

牛
車
・
従
者

引
目
鉤
鼻
で
な
い

6
段

芥
川
（
末
尾
欠
）

義
宣

6
枚

橋
・
雷
雲
と
稲
妻
・
鬼

背
負
う
・
守
る
・
倒
れ
る
男

あ
ば
ら
な
る
倉

117
段

住
吉
行
幸
（
附
の
み
）
義
宣

8
枚

船
左
行
す
る
船

住
吉
社
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
図
3
）
が
描
か
れ
る
。
第
五
段
「
関
守
」（
後
出
図
6
参
照
）
で
は
、
男
が
通
い
路

と
し
た
築
地
の
く
ず
れ
を
踏
み
開
け
る
童
部
や
、
男
を
通
す
ま
い
と
す
る
護
衛
と
男

の
従
者
た
ち
の
睨
み
合
い
、
第
二
十
三
段
二
図
「
高
安
の
女
」
で
は
髪
を
巻
き
上
げ

袖
捲
り
し
て
飯
を
盛
る
女
や
台
所
が
克
明
に
描
か
れ
（
図
4
）、
第
六
段
「
芥
川
」

で
は
女
が
鬼
に
喰
わ
れ
た
と
す
る
こ
の
絵
巻
の
詞
書
に
対
応
し
、
鬼
が
抱
え
た
女
の

腕
を
喰
い
男
は
気
絶
し
て
い
る
（
図
5
）。
こ
れ
ら
の
説
明
的
要
素
は
風
俗
画
と
し

て
見
る
に
は
面
白
い
が
、
そ
の
世
俗
性
は
、
生
活
感
ゆ
え
に
男
に
敬
遠
さ
れ
る
「
高

安
の
女
」
以
外
で
は
功
を
奏
さ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
詠
ま
れ
た
歌
の
情
趣
を
損
な

っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
第
四
段
「
西
の
対
」
の
月
、
第
九
段
一
図
の
「
八
橋
」
の
八
橋
と
い

っ
た
、
歌
や
段
名
の
焦
点
と
な
る
よ
う
な
重
要
な
景
物
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
河
田
は
、
絵
巻
全
体
で
「
絵
画
場
面
の
展
開
や
画
面
の
つ
な
が
り
が
明
確
に

な
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
例
え
ば
、
第
九
段
の
「
八
橋
」
の
旅
人

た
ち
は
次
の
「
富
士
山
」
へ
、「
宇
津
の
山
」
の
先
頭
の
馬
を
引
く
男
は
次
の
「
隅

田
）
27
（
川
」
へ
と
、
自
然
な
視
線
の
移
行
を
促
す
役
割
を
持
っ
て
描
か
れ
、「
そ
こ
に
登

場
人
物
の
顔
の
向
き
や
視
線
が
加
わ
っ
て
、
場
面
の
連
動
が
自
然
に
な
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
。
風
俗
的
な
点
景
人
物
た
ち
は
絵
巻
の
進
行
方
向
で
あ
る
左
方
へ
の
展

開
を
促
す
こ
と
で
、「
本
絵
巻
全
体
を
通
し
て
絵
画
場
面
の
関
連
が
図
ら
れ
て
い
る
」

と
見
る
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
近
接
し
た
時
間
内
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
同
じ
画

面
内
に
描
く
」
異
時
同
図
の
使
用
で
あ
る
。
第
六
十
九
段
「
狩
の
使
」
第
一
図
の
斎

宮
を
迎
え
る
男
と
斎
宮
と
語
ら
う
男
（
図
1
参
照
）、
第
四
段
「
西
の
対
」
で
「
月

や
あ
ら
ぬ
」
を
詠
む
男
と
「
梅
の
は
な
」
の
歌
を
詠
む
男
（
後
出
図
9
参
照
）、
第

六
段
「
芥
川
」
の
女
を
守
ろ
う
と
す
る
男
と
女
を
鬼
に
取
ら
れ
て
倒
れ
た
男
（
図
5

伊
藤
敏
子
が
『
伊
勢
物
語
絵
』
の
解
説
部
分
で
（
註
6
参
照
）、
千
野
香
織
が
他
本

と
比
較
し
て
（
註
18
参
照
）、
河
田
昌
之
が
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
で
絵
画

部
分
を
（
註
11
参
照
）
解
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
絵
巻
の
異
質
と
さ
れ
る
点
を
、

河
田
の
解
説
を
も
と
に
挙
げ
た
い
（
表
参
照
）。

　

注
目
さ
れ
る
の
が
、
ま
ず
絵
の
一
図
が
横
に
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
絵

巻
物
を
鑑
賞
す
る
場
合
、
手
元
で
拡
げ
た
場
合
の
視
野
は
肩
幅
程
度
に
な
る
の
で
、

詞
と
絵
が
交
互
に
続
く
古
い
物
語
絵
巻
で
は
、
一
図
の
横
幅
は
こ
の
程
度
に
短
く
設

定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
徳
川
・
五
島
美
術
館
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
で
は
、
最
大

で
も
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
一
方
、
平
安
末
期
以
降
の
説
話
絵
巻
や

縁
起
絵
巻
に
お
い
て
は
、「
伴
大
納
言
絵
詞
」
や
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
の
ご
と
く
、

一
続
き
の
絵
が
料
紙
数
枚
に
わ
た
る
連
続
式
構
図
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
場
合
は
、
一
連
の
絵
を
何
度
も
繰
り
延
べ
な
が
ら
見
て
ゆ
く
、
も
し
く
は
長
く
繰

り
拡
げ
ら
れ
た
絵
巻
）
26
（
物
を
前
に
視
点
や
体
を
移
動
し
て
ゆ
く
と
い
う
、
動
的
な
鑑
賞

方
法
と
な
る
。
こ
の
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
は
本
文
の
内
容
か
ら
い
え
ば
物
語
絵

巻
に
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
短
い
第
四
段
「
西
の
対
」
を
除
い
て
は
、

い
ず
れ
も
一
図
の
絵
が
料
紙
数
枚
以
上
に
わ
た
っ
て
続
く
、
説
話
絵
巻
の
よ
う
な
連

続
式
構
図
を
取
る
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
説
明
的
な
要
素
が
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え

ば
第
六
十
九
段
「
狩
の
使
」
翌
日
の
第
二
図
（
図
2
参
照
）
で
は
、
本
文
に
は
「
野

に
行マ

マど
、
心
は
そ
ら
に
て
」
と
書
か
れ
る
の
み
の
、
伊
勢
で
の
男
の
任
務
で
あ
る
鷹

狩
り
の
様
子
が
従
者
や
犬
に
至
る
ま
で
詳
細
に
描
か
れ
、
引
き
続
く
当
夜
の
酒
宴
は

「
宵
終
酒
を
の
み
て
、
夜
終
に
け
れ
ば
」
と
い
う
本
文
に
対
し
て
、
接
待
す
る
国
守

た
ち
か
ら
、
魚
や
羽
を
む
し
っ
た
鳥
な
ど
の
食
材
が
運
ば
れ
調
理
さ
れ
る
情
景
ま
で

も
表
さ
れ
て
い
る
。
第
七
十
七
段
「
春
の
別
れ
」
で
は
捧
物
を
届
け
る
場
面
や
、
第

九
段
一
図
の
「
八
橋
」
で
は
旅
の
途
上
で
昼
食
の
支
度
を
す
る
従
者
た
ち
の
様
子



図 4　東京国立博物館蔵「異本伊勢物語絵巻」（模本）第 23段第 2図「高安の女」（部分）

図 3　東京国立博物館蔵「異本伊勢物語絵巻」（模本）第 9段第 1図「八橋」（部分）
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異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

参
照
）
の
よ
う
に
、
同
一
人
物
が
一
続
き
の

画
面
に
描
か
れ
る
異
時
同
図
が
、
三
分
の
一

以
上
の
絵
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
二
十
三

段
「
筒
井
筒
」
第
一
図
の
井
戸
端
の
子
供
た

ち
の
背
後
左
右
に
、
大
人
に
な
っ
た
男
女
が

描
か
れ
る
「
特
異
な
異
時
同
図
」
表
現
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

河
田
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
あ
え
て
吹
抜

屋
台
を
使
わ
な
い
こ
と
も
本
絵
巻
の
特
徴
で

あ
る
。
吹
抜
屋
台
と
は
、
物
語
絵
巻
の
閉
鎖

的
な
屋
内
で
の
恋
愛
場
面
を
描
く
こ
と
に
適

し
た
、
観
者
の
視
界
を
遮
る
屋
根
や
手
前
の

壁
な
ど
を
省
略
し
て
、
斜
め
上
か
ら
家
の
中

を
覗
き
込
む
よ
う
に
描
く
技
法
で
あ
る
。
物

語
絵
巻
以
外
で
も
「
伴
大
納
言
絵
詞
」
な
ど

の
絵
巻
に
用
い
ら
れ
る
一
方
、
あ
え
て
吹
抜

屋
台
を
用
い
な
い
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
の

よ
う
な
説
話
絵
巻
の
例
も
存
在
す
）
28
（

る
。
物
語

絵
巻
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
吹
抜
屋
台
を

用
い
な
い
本
絵
巻
で
は
、
第
六
十
九
段
「
狩

の
使
」
第
一
図
の
密
室
で
の
男
女
の
語
ら
い

さ
え
家
の
外
側
か
ら
し
か
描
け
ず
、
斎
宮
の

几
帳
や
男
の
半
身
は
廊
下
に
は
み
出
し
、
第

一
段
「
初
冠
」
の
女
は
ら
か
ら
た
ち
は
不
用

心
に
も
大
き
く
ま
く
り
上
げ
ら
れ
た
御
簾
か

ら
丸
見
え
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

家
の
中
は
見
え
ず
に
檜
皮
葺
の
屋
根
ば
か

り
が
目
に
付
く
が
、
多
く
の
場
合
手
前
に

突
出
し
た
屋
根
は
、
異
時
同
図
の
場
面
を

さ
り
げ
な
く
転
換
さ
せ
る
回
り
舞
台
の
よ

う
な
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
、
引
目
鉤
鼻
表
現
で
描
か

れ
る
主
人
公
た
ち
に
、
横
顔
に
限
っ
て
は

こ
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
る
。
引
目
鉤
鼻
は
当
人
の
身
分

の
高
さ
や
美
男
美
女
の
表
象
で
あ
り
、
た

と
え
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
や
「
伴
大
納

言
絵
詞
」
の
よ
う
な
庶
民
を
写
実
的
に
描

け
る
絵
師
で
も
、
貴
人
に
限
っ
て
は
顔
貌

を
引
目
鉤
鼻
に
表
し
て
、
身
分
の
差
異
を

際
立
た
せ
て
き
た
（
註
20
参
照
）。
こ
の

表
現
は
当
絵
巻
に
も
受
け
継
が
れ
、
従
者

や
庶
民
が
写
実
的
な
顔
貌
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
貴
族
で
美
男
の
主
人
公
を
は
じ
め

高
貴
な
者
や
美
男
美
女
は
引
目
鉤
鼻
に
描

か
れ
て
い
る
。

　

例
外
は
横
顔
で
あ
る
。
平
安
時
代
の

「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
お
い
て
、
引
目
鉤

鼻
の
貴
族
の
男
女
の
顔
の
向
き
は
、
斜
め

前
面
の
い
わ
ゆ
る
七
三
の
角
度
と
、
斜
め



図 5　東京国立博物館蔵「異本伊勢物語絵巻」（模本） 
第 6段「芥川」（部分）

図 6　東京国立博物館蔵「異本伊勢物語絵巻」（模本）第 5段「関守」（部分）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

後
ろ
の
二
通
り
に
限
ら
れ
る
と
い
）
29
（
う
。
斜

め
前
面
の
場
合
は
両
眉
と
目
、
鼻
口
と
も

顔
の
輪
郭
の
中
に
収
ま
り
、
斜
め
後
ろ
の

場
合
は
片
方
の
眉
と
目
が
表
さ
れ
る
の
み

で
、
鼻
と
口
は
頰
の
輪
郭
に
隠
れ
て
見
え

な
い
。
横
顔
で
鼻
の
輪
郭
が
描
か
れ
る
の

は
身
分
の
低
い
従
者
か
庶
民
か
僧
侶
の
み

で
、
貴
人
で
は
鼻
が
顔
の
輪
郭
か
ら
突
出

す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
原
則

は
、
鎌
倉
時
代
の
「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」

等
に
お
い
て
も
概
ね
受
け
継
が
れ
て
い
）
30
（
る
。

　

し
か
し
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
主

人
公
や
女
は
、
し
ば
し
ば
鼻
の
輪
郭
が
描

か
れ
た
真
横
顔
に
表
さ
れ
る
。
そ
れ
が
わ

ず
か
な
例
な
ら
ば
、
模
写
時
の
写
し
間
違

長
に
数
紙
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
る
連
続
式
構

図
、
状
況
を
説
明
す
る
た
め
の
世
俗
的
な
人

物
群
、
次
段
の
絵
へ
と
視
線
を
つ
な
ぐ
旅
人

た
ち
、
物
語
の
展
開
を
表
す
た
め
に
一
画
面

に
同
一
人
物
を
複
数
回
描
く
異
時
同
図
、
吹

抜
屋
台
を
用
い
ず
写
実
的
に
家
屋
を
描
く
こ

と
、
引
目
鉤
鼻
を
使
わ
な
い
庶
民
的
な
横
顔

と
い
っ
た
特
徴
は
、
す
で
に
平
安
末
期
の

「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
や
「
伴
大
納
言
絵
詞
」

の
よ
う
な
説
話
絵
巻
に
見
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
自
体
が
珍
し
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
十
二
世
紀
に
お
い
て
は
、
同
じ
く

絵
巻
と
は
い
い
な
が
ら
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

の
よ
う
な
物
語
絵
巻
と
、「
信
貴
山
縁
起
絵

巻
」
や
「
伴
大
納
言
絵
詞
」
の
よ
う
な
説
話

絵
巻
で
は
、
用
い
ら
れ
る
絵
画
技
法
も
表
現

も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
物
語
絵
巻
は

「
女
絵
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
）
31
（

な
、
主
と
し
て

素
人
の
女
性
た
ち
が
歌
物
語
や
恋
物
語
の
好

ま
し
い
場
面
を
描
い
た
小
品
に
端
を
発
す
る

と
さ
）
32
（

れ
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
ご
と
く
絵

巻
の
形
態
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
画
面

は
小
さ
く
一
段
ご
と
に
完
結
し
、
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
主
人
公
た
ち
の
顔
は
、
自
分

自
身
を
重
ね
合
わ
せ
て
鑑
賞
す
る
べ
く
抽
象

い
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
主
人
公
に
限
っ
て
も
八
箇
所
あ
る
。
主
人
公
が
写
実
的

な
横
顔
に
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悲
恋
で
あ
る
第
四
段
「
西
の
対
」
や
第
五
段

「
関
守
」（
図
6
）
は
現
実
味
を
帯
び
て
生
々
し
く
、
第
二
三
段
「
高
安
の
女
」（
図

4
参
照
）
で
女
の
食
事
を
覗
く
男
は
卑
し
げ
に
見
え
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で
『
伊
勢
物

語
』
の
情
緒
を
打
ち
壊
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

四
　
絵
画
表
現
の
方
向
性

　

以
上
の
よ
う
に
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
絵
画
表
現
に
は
、
動
的
・
説
明
的
・

世
俗
的
・
現
実
的
と
い
っ
た
特
徴
的
な
傾
向
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
の
図
が
横



図 7　「梵字経刷白描伊勢物語絵巻」第 4段「西の対」 
（野村渚による描き起こし図・部分）

図 8　「久保惣記念美術館本伊勢物語絵巻」第 4段「西の対」
（部分）

図 9　東京国立博物館蔵「異本伊勢物語絵巻」
（模本）第 4段「西の対」（部分）
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異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

「
西
の
対
」
に
お
い
て
、「
梵
字
経
刷
白
描
本
」
第
一
段

「
初
冠
」
で
は
室
内
の
女
性
の
視
線
で
外
の
男
性
を
見
る

構
図
で
あ
）
34
（
り
、
第
四
段
「
西
の
対
」（
図
7
）
で
は
、
月

を
見
て
歌
を
詠
む
男
の
姿
を
正
面
か
ら
鑑
賞
で
き
る
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
。「
久
保
惣
本
」
第
一
段
「
初
冠
」
で

は
、
垣
間
見
さ
れ
た
室
内
の
女
は
ら
か
ら
に
焦
点
が
あ
て

ら
れ
、
第
四
段
「
西
の
対
」（
図
8
）
の
男
は
屋
内
か
ら

庭
を
眺
め
る
後
ろ
姿
で
、
鑑
賞
者
も
感
情
移
入
し
男
の
気

持
ち
に
な
っ
て
庭
を
見
る
設
定
と
考
え
ら
れ
て
い
）
35
（

る
。
一

方
、「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
第
一
段
「
初
冠
」
で
は
、

男
が
垣
間
見
す
る
場
面
と
室
内
で
歌
を
詠
む
場
面
が
、
第

四
段
「
西
の
対
」（
図
9
）
で
は
板
敷
に
伏
せ
て
歌
を
詠

む
場
面
と
、
梅
の
下
に
立
ち
寄
っ
て
歌
を
詠
む
場
面
が
異

時
同
図
で
描
か
れ
、
画
面
上
の
主
人
公
を
目
で
追
い
な
が

ら
物
語
の
「
展
開
」
を
た
ど
る
。
恋
歌
を
詠
む
男
の
姿
を

の
現
実
的
、
世
俗
的
な
表
現
に
重
な
る
。
恋
多
き
主
人
公
の
歌
に
よ
っ
て
各
段
が
構

成
さ
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
自
体
は
、
平
安
王
朝
の
典
型
的
な
歌
物
語
で
、
前
者
の

「
女
絵
」
の
物
語
絵
巻
と
し
て
古
く
か
ら
絵
画
化
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
（
註

4
参
照
）。
例
え
ば
鎌
倉
時
代
の
「
梵
字
経
刷
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
」
と
「
和
泉
市

久
保
惣
記
念
美
術
館
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
は
、
双
方
と
も
物
語
絵
巻
の
系
統
を
受
け

継
ぎ
、
静
止
的
な
小
さ
な
画
面
に
登
場
人
物
は
少
な
く
、
吹
抜
屋
台
が
使
わ
れ
、
主

人
公
は
横
顔
も
引
目
鉤
鼻
に
描
か
れ
る
。「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
が
こ
の
伝
統
に

反
し
て
、
後
者
の
説
話
絵
巻
の
技
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値

し
よ
う
。

　

こ
の
伊
勢
物
語
絵
巻
三
本
に
共
通
し
て
存
在
す
る
第
一
段
「
初
冠
」
と
第
四
段

的
な
引
目
鉤
鼻
に
、
建
築
は
密
室
で
の
恋
を
描
く
た
め
に
邪
魔
な
屋
根
や
壁
を
省
略

し
て
室
内
を
覗
き
込
む
、
非
写
実
的
な
吹
抜
屋
）
33
（
台
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
対
照
的
に
、
説
話
絵
巻
の
技
法
は
絵
の
現
実
感
を
増
す
目
的
で
生
み
出
さ

れ
て
き
た
。「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
や
「
伴
大
納
言
絵
詞
」
の
よ
う
に
画
面
を
長
く

続
け
る
こ
と
に
よ
り
距
離
感
や
疾
走
感
が
生
ま
れ
、
異
時
同
図
法
に
よ
っ
て
物
語
の

急
速
な
展
開
が
表
さ
れ
る
。
家
々
の
屋
根
や
写
実
的
な
顔
貌
の
庶
民
が
描
き
込
ま
れ

る
こ
と
で
、
画
面
は
現
実
性
を
帯
び
、
話
は
次
段
へ
と
つ
な
が
る
。
物
語
絵
巻
が
現

実
性
を
避
け
よ
う
と
努
め
る
の
に
対
し
、
説
話
絵
巻
は
現
実
性
を
追
求
す
る
、
同
時

代
の
絵
巻
な
が
ら
両
者
の
表
現
の
方
向
性
は
対
極
的
で
あ
る
。

　
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
絵
画
的
な
特
徴
の
い
ず
れ
も
が
、
後
者
の
説
話
絵
巻
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っ
て
い
た
と
推
理
で
き
る
の
で
、『
伊
勢
物
語
』
に
疎
か
っ
た
た
め
と
い
う
可
能
性

は
な
い
。

　

あ
る
い
は
こ
の
絵
巻
に
物
語
絵
巻
の
表
現
を
期
待
し
た
制
作
側
と
、
説
話
絵
巻
を

描
き
た
い
絵
師
と
の
間
で
行
き
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
し
か
し
異
本
の
特
殊
な
本
文

は
、
こ
の
絵
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
片
桐
に
よ
れ
ば
本
文
は
、
こ
の
絵
巻
の

制
作
に
際
し
て
親
本
を
省
略
し
な
が
ら
ま
と
め
ら
れ
、
文
章
の
付
加
や
削
除
が
行
わ

れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
註
7-

②
参
照
）。
一
方
で
片
桐
は
、
絵
に
つ
い
て
も
第

六
十
九
段
「
狩
の
使
」
第
一
図
で
男
が
廊
下
に
出
て
い
る
描
写
が
、
異
本
の
「
仁
か

げ
の
し
け
れ
ば
、
い
で
ゝ
て
み
る
に
」
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
、
第
一
段
「
初
冠
」
で

垣
間
見
と
別
棟
で
歌
を
詠
む
男
と
が
異
時
同
図
に
描
か
れ
る
の
は
異
本
の
「
家
に
き

て
よ
め
る
」
と
い
う
文
に
基
づ
く
こ
と
、
第
四
段
「
西
の
対
」
で
は
板
敷
で
歌
を
詠

ん
だ
男
が
、
異
本
の
梅
花
の
下
で
歌
を
詠
む
場
面
を
加
え
て
異
時
同
図
で
描
か
れ
る

こ
と
な
ど
、
こ
の
絵
巻
で
は
通
行
の
定
家
本
に
な
い
異
本
独
自
の
本
文
が
絵
に
反
映

る
盤
」
に
書
か
れ
た
歌
に
対
し
て
「
其

盤
に
つ
い
ま
つ
の
す
み
し
て
か
き
つ
け

て
ぞ
入
れ
け
る
」
と
あ
り
、
こ
の
文
の

み
か
ら
は
盤
に
返
歌
を
書
き
付
け
た
よ

う
に
読
め
る
が
、
こ
の
第
二
図
（
図

10
）
で
男
は
盤
を
脇
へ
置
い
て
直
接
杯

の
中
に
歌
を
書
い
て
い
る
。
通
行
の
定

家
本
系
の
本
文
に
は
盤
で
は
な
く
「
盃

の
さ
ら
」
と
あ
っ
て
盃
の
中
と
も
取
れ
、

そ
の
解
釈
に
従
っ
た
図
様
な
の
で
あ
る
。

絵
師
が
こ
の
異
本
以
前
に
定
家
本
系
の

本
文
も
し
く
は
そ
れ
に
拠
っ
た
絵
を
知

鑑
賞
す
る
「
梵
字
経
刷
白
描
本
」
と
、
主
人
公
に
感
情
移
入
し
て
場
面
の
雰
囲
気
を

味
わ
う
「
久
保
惣
本
」
に
対
し
、「
異
本
」
の
絵
は
情
緒
に
浸
ら
ず
歌
を
二
回
詠
ん

だ
と
い
う
物
語
の
展
開
と
説
明
に
徹
す
る
。「
三
者
三
様
」（
註
23
参
照
）
と
は
い
え
、

『
伊
勢
物
語
』
の
情
感
を
伝
え
る
に
は
「
異
本
」
の
絵
画
表
現
は
相
応
し
く
な
い
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
註
18
参
照
）。

五
　
説
話
絵
巻
的
表
現
の
理
由

　

な
ぜ
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
原
本
の
絵
は
、
物
語
絵
巻
の
表
現
で
な
く
、
説
話

絵
巻
の
技
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
の
か
。
ま
ず
浮
上
す
る
の
が
、
原
画
の
絵
師
が
物

語
絵
巻
を
描
く
技
術
を
持
た
な
か
っ
た
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
本
絵
巻
の
原
画
は
、
説

話
絵
巻
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
「
絵
巻
と
い
う
形
を
最
大
限
に
利
用
し
、
物
語

の
流
れ
や
展
開
を
充
分
に
表
現
し
得
た
」
優
品
（
註
18
参
照
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
漢
画
に
慣
れ
た
養
信
の
弟
子
達
が
大
和
絵
の
引
目
鉤
鼻
の
模
写
を
不
得
手

と
し
た
よ
う
に
、
原
画
の
絵
師
が
説
話
絵
巻
の
技
法
に
は
通
暁
し
て
い
て
も
、
物
語

絵
巻
の
約
束
事
に
疎
か
っ
た
こ
と
は
な
い
か
。
し
か
し
、
説
話
絵
巻
に
長
け
た
専
門

絵
師
は
、
同
時
に
物
語
絵
巻
の
技
法
も
兼
ね
て
持
ち
、
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
説
話
絵
巻
の
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
で
は
貴
人
が
引
目
鉤
鼻
で
表
さ
れ
、

「
伴
大
納
言
絵
詞
」
に
は
吹
抜
屋
台
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
物
語
絵
巻
の
技
法
は

自
在
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
説
話
絵
巻
を
受
け
継
ぐ
絵
師
な
ら
ば
、

命
じ
ら
れ
れ
ば
物
語
絵
巻
の
技
法
で
描
け
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
原
画
の
絵
師
が
『
伊
勢
物
語
』
の
内
容
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
説
話
絵

巻
と
し
て
描
い
て
し
ま
っ
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
例
え
ば
第
六
十
九

段
「
狩
の
使
」
の
国
守
の
宴
で
、
斎
宮
に
会
い
に
行
け
な
い
男
が
使
い
の
者
に
返
歌

を
託
す
場
面
で
、
異
本
の
本
文
で
は
斎
宮
の
使
い
が
持
っ
て
き
た
「
杯
出
し
た
り
け
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異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

ず
し
も
歪
ん
だ
『
伊
勢
物
語
』
享
受
だ
と
は
い
え
な
い
。
石
原
美
）
39
（
紀
は
こ
の
物
語
自

体
の
構
成
原
理
が
、
歌
と
そ
れ
を
詠
む
男
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
、「
梵
字
経
刷
白
描
本
」
を
、
こ
の
物
語
本
来
の
性
格
に
沿
っ
た
読
み
方
で
描
か

れ
た
絵
で
あ
る
と
い
う
。
男
に
感
情
移
入
し
て
歌
の
詠
ま
れ
た
場
面
の
雰
囲
気
を
と

も
に
味
わ
う
「
久
保
惣
記
念
美
術
館
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
絵
も
、
こ
の
よ
う
な
享

受
の
さ
れ
方
に
拠
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
男
性
の
歌
学
者
の
間
で
、
平
安
末
期
に
は
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
「
歌

を
律
気
に
合
理
的
に
」
解
釈
し
よ
う
と
す
る
『
俊
頼
髄
脳
』『
袖
中
抄
』
の
よ
う
な

歌
学
書
が
書
か
れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
「
事
実
の
当
て
は
め
を
行
う
読
み
方
」
に
よ
っ

て
本
文
の
男
や
女
が
ど
の
状
況
の
誰
で
あ
る
か
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
『
和
歌
知
顕

集
』『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
集
』
の
よ
う
な
注
釈
書
が
書
か
れ
て
い
た
（
註
38
）。

「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
「
仁ひ

と

」「
他ひ
と
め目
」「
鄭ね
ん
ご
ろ重
に
」
の
よ
う
な
特
異
な
漢
字
の

宛
て
か
た
に
つ
い
て
片
桐
は
、
十
四
世
紀
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
で
あ
る
「『
紫

明
抄
』
や
『
河
海
抄
』
が
こ
の
よ
う
な
真
名
を
多
く
用
い
て
注
釈
し
て
い
る
の
と
共

通
す
る
時
代
の
文
化
の
反
映
」
と
示
唆
し
て
い
る
（
註
7-

②
参
照
）。
同
じ
伊
勢
物

語
絵
巻
な
が
ら
説
話
絵
巻
的
な
「
異
本
」
の
絵
は
、
こ
の
よ
う
な
歌
学
や
注
釈
学
の

対
象
と
し
て
の
『
伊
勢
物
語
』
享
受
を
背
景
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
異
本
」
の
特
異
な
段
の
選
択
と
配
列
は
、
隣
接
す
る
段
同
士
が
共
通
の
語
句
や

内
容
を
持
つ
俳
諧
連
歌
の
よ
う
な
趣
向
と
、
冒
頭
に
伊
勢
神
宮
、
末
尾
に
住
吉
大
社

に
関
わ
る
段
が
配
置
さ
れ
た
の
は
「
伊
勢
大
神
と
住
吉
明
神
の
合
す
る
と
こ
ろ
に
在

原
業
平
が
在
る
」
と
す
る
「
鎌
倉
時
代
の
歌
学
の
要
諦
」
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
歌
学
者
の
発
想
に
基
づ
く
理
詰
め
の
絵
巻
の
絵
に
、
女
ど
も
が
恋
に
悩
む

男
の
姿
を
鑑
賞
す
る
た
め
の
「
女
絵
」
に
由
来
す
る
物
語
絵
巻
の
表
現
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
律
気
に
歌
の
分
析
を
す
る
男
性
歌
学
者
の
視
点
で

作
成
さ
れ
る
絵
巻
に
、「
女
絵
」
の
情
緒
的
な
図
様
で
は
い
か
に
も
「
女
々
し
」
い
。

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
本
文
が
異
な
る
場
合
、
絵
も
ま
た
独
自
性
を
示
し

て
い
る
。
絵
と
本
文
が
同
次
元
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
と
い
う
（
註
7-

③
参
照
）。
絵
巻
制
作
の
た
め
に
ま
と
め
直
さ
れ
た
本
文
と
、
そ
の
本
文
に
基
づ
い

て
絵
を
制
作
す
る
途
上
で
、
歌
物
語
の
絵
巻
を
説
話
絵
巻
の
表
現
で
描
く
と
い
う
全

体
の
調
子
に
関
わ
る
重
大
な
選
択
が
、
制
作
側
と
絵
師
と
の
齟
齬
に
因
っ
て
起
き
た

も
の
と
は
考
え
が
た
い
。

　

こ
の
絵
巻
の
絵
を
、
絵
師
が
得
意
と
す
る
説
話
絵
巻
の
説
明
的
な
表
現
の
ま
ま
に

描
か
せ
れ
ば
、
従
来
と
異
な
る
『
伊
勢
物
語
』
の
絵
巻
に
な
る
こ
と
は
、
想
定
の
内

で
あ
ろ
う
。
制
作
側
は
、
そ
の
説
明
的
表
現
を
単
に
見
過
ご
し
た
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
推
し
進
め
さ
え
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
第
五
段
「
関
守
」
で
、

築
地
の
崩
れ
を
踏
み
越
え
る
童
た
ち
が
わ
ざ
わ
ざ
描
か
れ
る
と
い
う
説
明
的
表
現
は
、

「
本
文
を
周
知
し
た
人
物
の
意
向
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
、
河
田
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
11
参
照
）。
さ
ら
に
言
え
ば
、
説
話
絵
巻
に
長
け
た
絵

師
を
選
択
し
た
こ
と
自
体
に
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
期
待
し
た
制
作
側
の
意
図
を
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
原
本
の
企
画
者
は
、

『
伊
勢
物
語
』
を
物
語
絵
巻
で
は
な
く
説
話
絵
巻
の
表
現
で
描
か
せ
た
の
か
。

六
　
説
話
絵
巻
的
表
現
の
意
図

　
「
異
本
」
と
対
照
を
な
す
「
梵
字
経
刷
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
絵
画
表
現
は
、

主
と
し
て
素
人
女
性
た
ち
が
恋
の
主
題
を
描
い
た
、
様
式
）
36
（

的
な
女
絵
の
系
譜
を
引
く

物
語
絵
巻
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
図
様
を
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
モ
ス
ト
ウ

は
、「
女
性
へ
の
恋
慕
の
情
を
歌
に
詠
ん
で
い
る
男
の
姿
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
描
か

れ
て
い
る
」
と
指
）
37
（

摘
し
、
玉
上
琢
）
38
（

弥
が
い
う
「
女
の
た
め
の
絵
、
女
の
喜
ぶ
と
思
わ

れ
る
絵
」
と
し
て
の
女
絵
の
概
念
に
当
て
は
ま
る
と
す
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
必
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る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
け
れ
ど
も
そ
の
試
み
は
、
旅
物
語
や
冒
険
譚
、
時
に
は
滑
稽

譚
と
い
う
、
新
た
な
視
点
で
の
『
伊
勢
物
語
』
享
受
と
展
開
へ
の
糸
口
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
後
に
、
こ
の
絵
巻
の
図
様
が
宗
達
派
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
、「
西

行
物
語
絵
巻
」
や
「
平
治
物
語
絵
巻
」
と
並
び
扇
絵
や
色
紙
、
屛
風
に
好
ん
で
用
い

ら
れ
た
（
註
25
参
照
）
の
も
、
け
っ
し
て
偶
然
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

註（
1
）
片
桐
洋
一
「
は
じ
め
に
」『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
研
究
編　

三
〜
五
頁　

角
川
学
芸
出
版　

二
〇
〇
七
年

（
2
）
片
桐
洋
一
「
梵
字
経
刷
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
の
本
文
」『
大
和
文
華
』
五
三
号　

九
〜
二
一
頁　

一

九
七
〇
年

（
3
）
白
畑
よ
し
「
伊
勢
物
語
下
絵
梵
字
経
考
」『
美
術
研
究
』
一
四
七
号　

一
〜
二
〇
頁　

一
九
四
八
年

（
4
）
伊
藤
敏
子
「
二　

白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
残
欠
」（
梵
字
経
刷
）『
伊
勢
物
語
絵
』
一
〇
〜
三
九
頁　

角
川
書
店　

一
九
八
四
年
・
池
田
忍
「
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
と
そ
の
系
譜
的
位
置
」『
美
術
史
』
一

二
一
号　

三
二
〜
四
六
頁　

一
九
八
七
年

（
5
）
村
重
寧
「
本
文
」『
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
伊
勢
物
語
絵
巻
研
究
』
三
二
〜
四
九
頁　

和
泉
市

久
保
惣
記
念
美
術
館　

一
九
八
六
年

（
6
）
伊
藤
敏
子
「
四　

紙
本
著
色
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」『
伊
勢
物
語
絵
』
五
一
〜
八
三
頁　

角
川
書
店　

一
九
八
四
年

（
7
）
片
桐
洋
一
①
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
』
第
二
八
巻
七
号　

四
一
六
〜
四
三

八
頁　

一
九
五
九
年
・
②
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
（
三
）
本
文
と
絵
を
読
む
」『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵

本
大
成
』
研
究
編　

四
五
〜
六
二
頁　

角
川
学
芸
出
版　

二
〇
〇
七
年
・
③
「『
異
本
伊
勢
物
語
絵

巻
』
本
文
再
説
」『
伊
勢
物
語　

創
造
と
変
容
』
一
一
三
〜
一
三
五
頁　

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
。

（
8
）
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
番
号A

-6916　

写
真
図
版
は
同
博
物
館
の
画
像
検
索http://

w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/show

/C0075815

以
下
で
閲
覧
可
能

（
9
）
以
下
、
本
段
落
と
次
の
段
落
は
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
研
究
編
の
、
片
桐
洋
一
「
異
本
伊

勢
物
語
絵
巻
（
三
）
本
文
と
絵
を
読
む
」（
註
1
参
照
）
に
拠
る
。

（
10
）
後
で
他
の
絵
巻
の
同
段
と
比
較
し
た
い
の
で
、
以
下
、
段
数
は
定
家
本
の
段
数
を
用
い
、
図
は
何

段
第
一
図
の
よ
う
に
呼
ぶ
。

（
11
）
河
田
昌
之
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
（
四
）
絵
画
の
特
色
」『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
研
究
編　

六
二
〜
六
五
頁　

角
川
学
芸
出
版　

二
〇
〇
七
年　

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
番
号
三
六
七
―
九
一
七

　

ま
た
、
虚
構
や
伝
承
を
も
含
む
「
む
か
し
お
と
こ
」
の
歌
物
語
の
全
て
を
在
原
業

平
の
史
実
と
見
て
、
登
場
人
物
の
一
人
一
人
に
実
在
の
相
手
を
当
て
嵌
め
、
事
実
と

合
わ
な
い
箇
所
は
何
ら
か
の
隠
喩
と
し
て
ま
で
解
釈
す
）
40
（
る
鎌
倉
時
代
の
注
釈
学
に
お

い
て
も
、
創
作
さ
れ
た
架
空
の
「
つ
く
り
物
語
」
に
使
わ
れ
る
物
語
絵
巻
の
表
現
よ

り
は
、
実
話
と
し
て
伝
わ
っ
た
説
話
を
描
く
た
め
の
説
話
絵
巻
の
表
現
の
方
が
、
趣

旨
に
沿
う
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
異
本
」
に
は
、
あ
く
ま
で
も
「
物
語

本
文
の
説
明
に
即
し
た
」（
註
18
参
照
）
説
話
絵
巻
の
表
現
が
、
意
識
的
に
採
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結

　

以
上
の
よ
う
に
、「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
の
絵
の
特
異
性
と
し
て
、
連
続
式
構

図
、
状
況
説
明
の
た
め
の
世
俗
的
人
物
群
、
次
段
へ
と
視
線
を
つ
な
ぐ
旅
人
、
異
時

同
図
、
吹
抜
屋
台
を
用
い
ず
、
主
人
公
の
横
顔
に
引
目
鉤
鼻
を
使
わ
な
い
写
実
性
と

い
っ
た
要
素
を
確
認
し
、
同
時
代
の
他
の
伊
勢
物
語
絵
巻
の
よ
う
な
物
語
絵
巻
の
表

現
で
は
な
く
、
説
話
絵
巻
の
表
現
が
意
図
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

指
摘
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
中
世
の
歌
学
や
注
釈
学
の
下
で
特
異
な
段
の
選
択
と
配
列
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
の
絵
巻
に
、
情
緒
的
で
「
女
絵
」
的
な
物
語
絵
巻
の
表
現
を

用
い
る
こ
と
を
嫌
い
、
説
明
的
で
実
証
的
な
説
話
絵
巻
の
表
現
が
採
用
さ
れ
た
と
考

え
た
。
男
性
の
解
釈
に
拠
り
、
男
性
絵
師
の
手
に
な
る
、
昔
男
の
物
語
で
あ
る
。

　

し
か
し
歌
学
書
が
厳
密
に
語
意
を
追
う
ほ
ど
、
注
釈
書
が
史
実
を
求
め
る
ほ
ど
、

『
伊
勢
物
語
』
は
当
初
の
恋
物
語
、
歌
物
語
と
し
て
の
世
界
か
ら
乖
離
し
て
ゆ
く
よ

う
に
、
律
義
に
物
語
の
進
行
を
逐
一
絵
画
化
し
た
「
異
本
伊
勢
物
語
」
の
絵
は
、
こ

の
物
語
の
持
つ
平
安
王
朝
の
情
緒
を
再
現
で
き
な
い
失
敗
作
に
終
わ
っ
た
、
と
見
限
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異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

披
見
台
は
全
長
が
二
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
り
、
連
続
式
構
図
の
同
絵
巻
を
長
く
拡
げ
て
鑑
賞
す
る
状
況

に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
瀧
尾
貴
美
子
「
絵
画
に
お
け
る
「
場
面
」
と
「
景
」」『
美
術

史
』
一
一
一
号　

一
九
八
一
年
）。

（
27
）
模
本
の
「
東
下
り
」
は
こ
の
順
で
並
ぶ
。
江
戸
在
住
の
養
信
ら
の
模
写
本
で
「
宇
津
の
山
」
と

「
富
士
山
」
が
逆
な
の
は
、
原
本
の
順
序
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
28
）
若
杉
準
治
「
吹
抜
屋
台
と
画
面
構
成
」『
絵
巻
物
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
五
四
〜
五
五
頁　

至
文
堂　

一
九
九
五
年

（
29
）
村
重
寧
「
引
目
鉤
鼻
考
―
顔
貌
の
美
醜
表
現
に
つ
い
て
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
第
四
五
輯
第
三
分
冊　

一
三
九
〜
一
五
六
頁　

一
九
九
九
年

（
30
）
一
箇
所
だ
け
、
五
節
の
膳
を
運
ぶ
殿
上
人
の
横
顔
に
鼻
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
で
の
当
人

は
比
較
的
下
位
の
立
場
と
見
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
31
）
現
在
「
女
絵
」
の
呼
称
は
、「
女
が
描
い
た
」「
女
を
描
い
た
」
も
の
に
限
ら
ず
、
以
下
の
よ
う
な

特
徴
の
物
語
絵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
少
女
マ
ン
ガ
」
が
「
少
女
を
描
い
た
」「
少
女
が
描

い
た
」
も
の
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

（
32
）
池
田
忍
「
王
朝
「
物
語
絵
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
「
女
絵
」
系
物
語
絵
の
伝
統
を
考
え
る
」『
史

論
』
第
三
七
号　

三
一
〜
四
八
頁　

一
九
八
四
年
・
池
田
忍
「
平
安
時
代
物
語
絵
の
一
考
察
―
「
女

絵
」
系
物
語
絵
の
成
立
と
展
開
―
」『
哲
学
会
誌
』
第
九
号　

三
七
〜
六
一
頁　

一
九
八
五
年

（
33
）
こ
の
表
現
は
日
本
で
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
、
置
か
れ
た
絵
巻
を
覗
き
込
む
鑑
賞
方
法
に
相
応
し
い

（
清
水
好
子
「
源
氏
物
語
の
作
風
」『
国
語
国
文
』
第
二
二
一
号　

一
九
五
三
年
）
と
も
、
屋
根
の
無

い
人
形
の
家
の
形
態
に
由
来
す
る
か
（
西
和
夫
「
吹
抜
屋
台
の
手
法
」『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の

絵
画
』
ぺ
り
か
ん
社　

一
九
九
一
年
）
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
34
）
河
田
昌
之
「
伊
勢
物
語
絵
の
制
作
―
三
様
の
個
性
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
三
―
一
二
号　

二
二
〜
三
二
頁　

二
〇
〇
八
年

（
35
）
相
原
充
子
「
構
図
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
」『
伊
勢
物
語
絵
巻
の
探
求
』
一
一
七
〜
一
五
一
頁　

山
川
出
版
社　

二
〇
〇
二
年

（
36
）
池
田
忍
「「
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
」
と
そ
の
系
譜
的
位
置
」『
美
術
史
』
第
一
二
一
号　

三
二
〜
四

六
頁　

一
九
八
七
年

（
37
）
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
モ
ス
ト
ウ
「
女
性
読
者
と
平
安
初
期
の
王
朝
恋
愛
物
語
―
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
断

簡
を
中
心
に
―
」『
伊
勢
物
語　

創
造
と
変
容
』
六
五
〜
一
一
一
頁　

和
泉
書
院　

二
〇
〇
九
年

（
38
）
玉
上
琢
弥
「「
女
絵
」
語
義
考
―
美
術
史
学
と
国
文
学
―
」『
大
和
文
華
』
第
五
三
号　

一
〜
八
頁　

一
九
七
〇
年

（
39
）
石
原
美
紀
「
物
語
と
絵
画
―
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
に
お
け
る
伊
勢
物
語
享
受
」『
国
文
学
』
第
六
六

号　

一
〜
二
六
頁　

一
九
八
九
年

（
40
）
片
桐
洋
一
「
古
注
釈
に
見
る
物
語
伝
承
の
方
法
」『
伊
勢
物
語
の
新
研
究
』
三
二
〜
八
一
頁　

明
治

二
―
三
一　

写
真
図
版
は
同
博
物
館
の
所
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://w

w
w
.kyohaku.go.jp/jp/

syuzou/index.htm
l

で
閲
覧
可
能

（
12
）
田
口
尚
幸
「
慶
大
蔵
『
伊
勢
物
語
絵
詞
』
に
つ
い
て
―
新
出
狩
使
本
資
料
の
紹
介
と
検
討
―
」『
国

語
国
文
学
報
』
第
五
十
四
号　

一
〜
一
六
頁　

一
九
九
六
年

（
13
）「
文
晁
古
図
」
に
は
、
こ
の
「
河
内
越
」
と
第
百
十
四
段
「
芹
河
行
幸
」
の
入
る
べ
き
箇
所
の
前
後

は
模
写
さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
認
が
で
き
な
い
。

（
14
）
藤
原
清
輔
『
袋
草
紙
』
上
巻
・
藤
原
顕
昭
『
古
今
集
注
』（
片
桐
洋
一
「『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
』

本
文
再
説
」）

（
15
）
相
原
充
子
「
段
の
配
列
の
復
元
的
考
察
」『
伊
勢
物
語
絵
巻
の
探
究
―
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館

本
の
分
析
―
』
一
五
四
〜
一
七
五
頁　

山
川
出
版
社　

二
〇
〇
二
年

（
16
）
片
桐
洋
一
「『
玉
伝
深
秘
巻
』
と
そ
の
世
界
」『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
五
』
二
〇
六
〜
二
四
四

頁　

赤
尾
照
文
堂　

一
九
八
六
年

（
17
）
河
田
昌
之
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
（
二
）
書
誌
」『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
研
究
編　

四
三
〜

四
五
頁　

角
川
学
芸
出
版　

二
〇
〇
七
年

（
18
）
千
野
香
織
「「
伊
勢
物
語
絵
」
諸
本
の
比
較
」『
日
本
の
美
術
』
三
〇
一
号
「
絵
巻　

伊
勢
物
語
絵
」

二
八
〜
八
〇
頁　

至
文
堂　

一
九
九
一
年

（
19
）
例
え
ば
「
文
晁
古
図
」
で
は
、
白
描
の
要
所
要
所
に
色
を
差
す
程
度
で
あ
る
。

（
20
）
引
目
鉤
鼻
が
貴
人
や
美
男
美
女
の
表
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
梅
津
次
郎
（「
鎌
倉
時
代
大
和
絵
肖
像

画
の
系
譜
―
俗
人
像
と
僧
侶
像
―
」『
仏
教
芸
術
』
二
三
号　

一
九
五
四
年
）・
高
橋
亨
（「
物
語
の

遠
近
法
」『
物
語
と
絵
の
遠
近
法
』
ぺ
り
か
ん
社　

一
九
九
一
年
）・
村
重
寧
（「
引
目
鉤
鼻
考
―
顔

貌
の
美
醜
表
現
に
つ
い
て
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
五
輯
第
三
分
冊　

一
九
九
九
年
）
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
秋
山
光
和
「
技
法
と
マ
テ
ィ
エ
ー
ル
」『
王
朝
絵
画
の
誕
生　
『
源
氏
物
語
絵
巻
を
め
ぐ
っ
て
』』　

九
六
〜
一
二
一
頁　

一
九
六
八
年

（
22
）
の
ち
に
養
信
が
「
年
中
行
事
絵
巻
」
を
依
頼
し
た
京
狩
野
出
身
で
復
古
大
和
絵
派
の
冷
泉
為
恭
は
、

引
目
鉤
鼻
の
中
で
も
さ
ら
に
身
分
に
よ
っ
て
気
品
の
違
い
を
描
き
分
け
る
こ
と
ま
で
し
て
い
る
。

（
23
）
河
田
昌
之
「
伊
勢
物
語
絵
の
制
作
―
三
種
の
個
性
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
七
三
―
一
二
号　

二
二
〜
三
二
頁　

二
〇
〇
八
年

（
24
）
河
田
昌
之
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
（
一
）
概
要
」『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
研
究
編　

四
二
〜

四
三
頁　

角
川
学
芸
出
版　

二
〇
〇
七
年

（
25
）
山
根
有
三
「
俵
屋
宗
達
と
異
本
伊
勢
物
語
絵
お
よ
び
執
金
剛
神
縁
起
絵
―
新
出
の
伊
勢
物
語
図
屛

風
を
中
心
に
」『
国
華
』
九
七
七
号
一
一
〜
三
三
頁　

一
九
七
五
年

（
26
）
現
在
の
美
術
館
で
の
展
示
の
ご
と
く
絵
を
長
く
拡
げ
た
状
態
で
鑑
賞
す
る
機
会
は
、
さ
ほ
ど
多
く

な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
春
日
大
社
の
『
春
日
権
現
験
記
絵
巻
』
鑑
賞
用
の
春
日
権
現
験
記
絵
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

書
院　

一
九
八
七
年


